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新
し
い
年
が
始
ま

り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
、
冬
休
み
は
ゆ
っ

く
り
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
か
？
３
学

期
も
ま
た
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

２
月
の
15
～
16
日

の
土
日
に
は
箕
面
観

光
ホ
テ
ル
で
青
年
フ

ェ
ス
タ
が
あ
り
ま

す
。
記
念
公
演
は
生

野
照
子
（
心
療
内
科

・
小
児
科
医
）
さ

ん
。
ど
ん
な
話
が
聴

け
る
の
か
今
か
ら
楽

し
み
で
す
ね
。

　

い
ろ
い
ろ
な
実
践

の
レ
ポ
ー
ト
を
聞
き

交
流
し
て
学
習
し
、

す
ぐ
に
役
に
立
つ
実

技
講
座
も
あ
り
ま

す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム

の
あ
る
夕
食
交
流
会

や
温
泉
も
あ
り
ま
す

よ
。
是
非
誘
い
合
っ

て
、
参
加
し
て
下
さ

い
ね
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん

の
仲
間
を
誘
っ
て
、

青
年
部
の
活
動
に
参

加
し
て
下
さ
い
。
青

年
部
に
は
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
い
ま
す
。

　

仕
事
の
こ
と
や
職

場
の
こ
と
で
悩
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
も
、

気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
ね
。
こ
ん
な

時
代
で
す
が
、
共
に

手
を
取
り
合
っ
て
、

み
ん
な
で
頑
張
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
26
年
が
実
り

多
い
１
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
１月

　

全
国
教
育
署
名
集
約

集
会
が
12
月
13
日
東
京

で
行
わ
れ
大
阪
市
教
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。
集

会
前
の
「
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
を
求
め
る
議
員

要
請
行
動
」
で
は
、
全

国
会
議
員
に
紹
介
議
員

と
な
る
こ
と
、
協
力
を

要
請
し
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
参
加
し
た

保
護
者
・
教
職
員
で
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
大

阪
選
出
の
議
員
を
訪
ね

ま
し
た
。
そ
の
場
で
紹

介
議
員
と
な
っ
た
日
本

共
産
党
辰
巳
議
員
は
、

公
立
高
校
授
業
料
の
無

償
化
を
実
質
取
り
や
め

た
臨
時
国
会
を
振
り
返

り
、「
教
育
の
無
償
化
が

大
き
く
後
退
し
問
題
だ
」

と
指
摘
。
秘
密
保
護
法

の
議
決
に
関
す
る
政
治

判
断
に
よ
り
多
数
の
大

切
な
陳
情
に
対
す
る
審

議
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　

集
約
集
会
で
は
、
高

校
生
の
取
り
組
み
を
始

め
各
地
で
の
行
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
集
約
さ
れ
た
全
国
署

名
は
、
７
２
８
万
９
６

４
４
筆
に
上
り
ま
し

た
。
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
ま
す
。
府
の
署
名

と
合
わ
せ
、
職
場
や
知

人
に
も
う
一
回
り
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

橋
下
維
新
の
会
は
都

議
選
（
６
月
）、
参
院

選
（
７
月
）
で
の
失
速

を
受
け
て「
大
阪
回
帰
」

を
打
ち
出
し
ま
し
た
が

９
月
の
堺
市
長
選
挙
も

大
差
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

９
月
～
12
月
市
議
会

で
は
「
橋
下
市
長
、
議

会
に
苦
戦
」
と
朝
日
新

聞
12
月
20
日
付
が
書
い

た
よ
う
に
、
大
阪
市
音

楽
団
の
廃
止
な
ど
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
が
否
決

・
継
続
審
議
も
多
く
、

橋
下
市
長
の
思
い
通
り

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
（
表

参
照
）。

連
合
町
会
長

全
員
が
陳
情

　

市
立
幼
稚
園
の
廃
止

・
民
営
化
は
、
全
59
園

の
う
ち
第
１
期
と
し
て

19
園
の
廃
止
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

14
園
の
廃
止
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
地
域
で
広
が
っ
た

「
公
立
幼
稚
園
を
な
く

す
な
」
と
い
う
世
論
が

あ
り
ま
す
。

　

西
淀
川
区
で
は
野
里

幼
稚
園
保
護
者
・
関
係

者
ら
の
声
に
応
え
て
区

内
14
の
連
合
町
会
長
全

員
が
連
名
で
廃
止
反
対

の
陳
情
書
を
議
会
に
出

す
な
ど
、
か
つ
て
な
い

共
同
が
発
展
し
ま
し

た
。
他
の
区
で
も
共
同

が
広
が
り
ま
し
た
。

府
市
立
大
統
合

定
款
変
更
否
決

　

地
下
鉄
・
市
バ
ス
の

民
営
化
は
３
月
、
５
月

議
会
に
続
い
て
三
度
継

続
審
議
と
な
り
ま
し

た
。

　

府
立
大
学
と
の
統
合

に
向
け
た
大
阪
市
立
大

学
の
定
款
変
更
の
議
案

も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

府
立
公
衆
衛
生
研
究
所

と
統
合
す
る
た
め
の
市

　

住
民
い
じ
め
Ｎ
Ｏ
！

ス
ト
ッ
プ
大
阪
都
を
掲

げ
府
民
要
求
連
絡
会

（
府
民
連
）
が
12
月
14

日
府
民
要
求
運
動
交
流

集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
で
奈
良
女

子
大
学
の
中
山
徹
教
授

は
、
維
新
の
会
は
「
新

自
由
主
義
的
改
革
の
先

を
走
っ
て
い
る
」
と
述

べ
、権
限
を
集
中
さ
せ
、

大
型
開
発
事
業
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
出

て
き
た
の
が「
大
阪
都
」

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

多
国
籍
企
業
化
し
た

大
企
業
言
い
な
り
で
の

雇
用
破
壊
、
中
小
企
業

の
破
綻
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
文
化
と
歴
史

の
破
壊
（
橋
下
徹
市
長

は
文
化
が
嫌
い
）
に
対

し
、
市
長
・
区
長
の
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
お
か
し

い
と
町
内
会
な
ど
地
域

の
保
守
層
が
立
ち
上
が

っ
て
お
り
、
従
来
か
ら

の
革
新
層
と
が
つ
な
が

れ
ば
、
革
新
自
治
体
が

広
が
っ
た
１
９
７
０
年

代
と
同
じ
状
況
が
作
り

出
せ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

大
阪
市
教
は
幼
稚
園

民
営
化
反
対
の
地
域
共

同
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

西
成
子
ど
も
と
教
育

を
守
る
連
絡
会
（
大
阪

市
教
南
大
阪
支
部
も
構

成
団
体
）、
大
阪
き
づ

が
わ
医
療
福
祉
生
活
協

同
組
合
主
催
の
子
ど
も

の
貧
困
問
題
を
考
え
る

集
会
が
12
月
17
日
開
か

れ
１
４
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

佛
教
大
学
教
授
・
小

児
科
医
の
武
内
一
さ
ん

は
講
演
で
、
子
ど
も
の

貧
困
率
が
先
進
国
中
で

極
め
て
高
い
こ
と
、
貧

困
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
生
活
保
護
受
給
率
が

低
く
、
世
界
の
子
ど
も

の
中
で
幸
福
度
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
教
員
、
学
童

保
育
指
導
員
か
ら
子
ど

も
の
実
態
が
報
告
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
、
教

育
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
こ
の
よ
う
な
会
を

引
き
続
き
開
い
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

え
ま
し
た
。

　

泊
を
と
も
な
う
行
事

で
、
割
り
振
り
す
る
15

時
間
30
分
以
上
の
勤
務

に
つ
い
て
は
時
間
外
勤

務
命
令
を
出
し
（
時
間

外
勤
務
手
当
は
支
給
さ

れ
な
い
が
）、
深
夜
割

増
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
が
法
令
順
守
だ
と
追

及
。
市
教
委
は
「
割
り

振
り
時
間
の
外
に
教
育

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

現
状
が
あ
る
こ
と
は
認

識
」
と
答
え
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　

精
神
疾
患
に
よ
る
休

職
中
の
復
職
支
援
事

業
、
復
職
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
本
人
の
同
意
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
る
こ
と

は
要
綱
に
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
、「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
し
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
復
職
の

際
に
不
利
益
が
生
じ
る

こ
と
は
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
職
員
組
合

協
議
会
（
市
教
協
）
は

12
月
26
日
労
働
条
件
改

善
要
求
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
教
協
は
休
憩
時
間

も
取
得
で
き
ず
、
過
労

死
ラ
イ
ン
の
長
時
間
労

働
の
改
善
を
要
求
し
ま

し
た
。
市
教
委
は
12
年

９
月
「
長
時
間
勤
務
教

職
員
に
対
す
る
健
康
障

害
防
止
対
策
実
施
要

領
」
を
定
め
、
12
月
よ

り
導
入
し
た
教
職
員
勤

務
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
時
間
外
勤
務
の
状

況
を
把
握
し
た
い
と
答

立
環
境
科
学
研
究
所
の

独
立
行
政
法
人
化
議

案
、
ご
み
焼
却
工
場
の

一
部
事
務
組
合
化
も
継

続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
募
校
長
・
区
長
の

不
祥
事
も
市
民
の
怒
り

を
集
め
、
12
月
13
日
の

本
会
議
で
、
市
長
の
任

命
責
任
を
問
う
「
公
募

区
長
に
対
す
る
厳
正
な

対
処
を
求
め
る
決
議
」

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
阪
都
」
反
対

多
数
に
、
市
長
の

支
持
率
も
低
下

　

堺
市
長
選
挙
で
も

「
大
阪
都
」
反
対
の
民

意
が
示
さ
れ
ま
し
た
が

11
月
の
「
朝
日
」
調
査

で
は
、「
大
阪
都
」
に

対
す
る
「
反
対
」
が
初

め
て
「
賛
成
」
を
上
回

り
ま
し
た
。
こ
れ
と
軌

を
一
に
橋
下
市
長
の
支

持
率
も
、
知
事
時
代
79

％
、
今
年
２
月
61
％
、

今
回
49
％
と
初
め
て
５

割
を
割
り
ま
し
た
。

「
二
重
行
政
解
消
」
で

「
４
０
０
０
億
円
が
浮

く
」
が
ウ
ソ
で
あ
り
、

市
民
の
生
活
は
良
く
な

ら
ず
、「
な
ん
で
も
民

営
化
」
で
、
大
阪
市
の

財
産
・
権
限
を
奪
う

「
大
阪
都
」
の
正
体
が

見
抜
か
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

教
育
無
償
化
の
後
退
許
さ
な
い

国
会
議
員
要
請
、全
国
集
会

地
域
で
の
共
同
ひ
ろ
が
る

府
民
要
求
運
動
交
流
集
会

ス
ト
ッ
プ
子
ど
も
の
貧
困

西
成 

集
会
に
１
４
０
人

市教協交渉

長
時
間
勤
務
を
解
消
せ
よ

時
間
管
理
を
適
正
に
行
え

ストップ橋下維新・大阪市解体
市対連新春の集い

１月21日（火） 18：30
講演

日時

場所

西谷文和（国際ジャーナリスト）
北山良三（共産党市会議員団）
いきいきエイジングセンター（南森町）

地下鉄民営化 継続審議三
度

幼稚園民営化 否決14園
条例案

教
育
署
名


